
編 集 後 記
昨年９月に体調を崩して療養生活を送っていた、前事務局長の宮原一夫さんが去る５月23日に逝去

されました。宮原さんは千葉市役所に入職後、千葉市職員労働組合の執行委員に就任して最初に担当
したのが、自治研部長でした。千葉市職労の中で、本格的に自治研活動を取り組んだのは宮原さんが
はじめてだと思います。いま考えてみますと、自治研センターの事務局長だった時には態度や口には
出しませんでしたが、自治研センターにかける思いには強いものがあったのではないかと感じていま
す。その宮原さんの後の事務局長を継いだわけですが、力まずに地域の皆さんの役に立つ活動を進め
ていきたいと思います。

今号の講演記事は「地方創生と地方自治」～地に足をつけて考える～がテーマです。内容はわかり
やすく、切り込みの鋭いものとなっています。講師の青山先生の話を聴いていて、その勉強量、情報量、
地域をみる行動力が半端ではないなと感じました。昨年、増田寛也氏が「地方消滅」と言い出したこ
とに触れて、「『地方消滅論』というのは、人口減少社会の処方箋を書いているようで、実は人口増加
時代のパラダイムでものを考えている」と核心をつく話をされたのには感心しました。今後も、「もう
少し話を聴いてみたいな」と皆さんに感じてもらえるような講演会を企画していきたいと考えています。

昨年から連合千葉議員団会議と自治研センターの共同事業として、在宅医療等研究会を開催してい
ます。統一地方選挙等の関係でしばらく中断していましたが、そろそろ再開していかなければなりま
せん。特に、医療・介護問題は、まさに喫緊の政策課題であるとともに、地方ごとに異なる事情を勘
案して、地方の実情に即した改革を進めていくことが求められています。各地域における「地方自治
の力」が問われています。事業の推進にあたって、関係各位のご協力をよろしくお願いします。

なお、宮㟢伸光先生の連載記事「数字で掴む自治体の姿」は今回お休みします。次号をご期待ください。

事務局長　佐藤　晴邦
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